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(57)【要約】
【課題】洗米タンク下部の排水ジャケットに取り付けた
遮蔽板の着脱が容易な洗米装置を提供する。
【解決手段】排水ジャケット１８に取付プレート６１を
設け、前記遮蔽板５に、該遮蔽板５を後方移動させるこ
とにより取付プレート６１に対して係合して該遮蔽板５
の下方移動を規制する係合部材７８Ａ，７８Ｂと、この
係合部材７８Ａ，７８Ｂを取付プレート６１に係合した
状態で、該取付プレート６１に設けた係止部７１に係合
させることにより遮蔽板５の前方移動を規制する止め具
７９とを設ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　米を洗米する洗米タンク（４）の下部に、該洗米タンク（４）内の水を排水させるため
の排水ジャケット（１８）を備え、この排水ジャケット（１８）に、洗米タンク（４）の
下方に配置される炊飯器（７）の上方を覆う遮蔽板（５）が取り付けられた洗米装置にお
いて、
　前記排水ジャケット（１８）に取付プレート（６１）を設け、前記遮蔽板（５）に、該
遮蔽板（５）を後方移動させることにより取付プレート（６１）に対して係合して該遮蔽
板（５）の下方移動を規制する係合部材（７８Ａ，７８Ｂ）と、この係合部材（７８Ａ，
７８Ｂ）を取付プレート（６１）に係合した状態で、該取付プレート（６１）に設けた係
止部（７１）に係合させることにより遮蔽板（５）の前方移動を規制する止め具（７９）
とを設けたことを特徴とする洗米装置。
【請求項２】
　前記排水ジャケット（１８）の下面側に、排米弁（３１）によって開閉自在とされてい
て洗米した米を下方に排出するための排米孔（２８）と、下方側から嵌合されていて排米
弁（３１）と排米孔（２８）との間からの水漏れを阻止するパッキン（２６）とを備え、
　前記取付プレート（６１）は、排水ジャケット（１８）の下面にネジ止めされていると
共に前記パッキン（２６）を保持するパッキン押え部（６３）を有することを特徴とする
請求項１に記載の洗米装置。
【請求項３】
　洗米タンク（４）を支持する支持フレーム（２）を備え、この支持フレーム（２は洗米
タンク（４）の後方側に位置する左右一対の支柱（８）を備え、遮蔽板（５）の後部は左
右支柱（８）間に挿入状とされていることを特徴とする請求項１又は２に記載の洗米装置
。
【請求項４】
　取付プレート（６１）に遮蔽板（５）が取り付けられた状態において、排水ジャケット
（１８）の前方側に位置する前側の係合部材（７８Ａ）と排水ジャケット（１８）の左右
両側に位置する後側の係合部材（７８Ｂ）とを有し、取付プレート（６１）に後側の左右
係合部材（７８Ｂ）の対向側が接当することにより遮蔽板（５）の左右方向の位置決めを
する規制部（６８）を設けたことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の洗米
装置。
【請求項５】
　前記前側の左右係合部材（７８Ａ）は左右一対設けられ、この前記前側の左右係合部材
（７８Ａ）間に止め具（７９）を設けたことを特徴とする請求項４に記載の洗米装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、米を洗米する洗米タンクを備えると共に該洗米タンクの下方に炊飯器が配置
可能な洗米装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　米を洗米する樹脂製の洗米タンクを備え、この洗米タンクの下部に、該洗米タンク内の
水を排水させるための排水ジャケットを備え、この排水ジャケットの下面側に、排米弁に
よって開閉自在とされていて洗米した米を下方に排出するための排米孔を備えた洗米装置
がある。
　この洗米装置において、洗米タンクの下方に炊飯器を配置して、該洗米タンクの下方側
にて炊飯を行う場合、例えば、洗米タンクが水蒸気に弱い樹脂製であると、炊飯器から立
ち上がる水蒸気が洗米タンクに当たらないように該炊飯器からの水蒸気を遮る必要がある
。
【０００３】
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　そこで、排水ジャケットに、洗米タンクの下方に配置される炊飯器の上方を覆う遮蔽板
を着脱自在に設けた洗米装置がある（特許文献１，２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２２０５７７号公報
【特許文献２】特開２００８－２６４１２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記遮蔽板は、清掃メンテナンスの際に洗米タンクから取り外されるので、取付け・取
外しの簡単な構造のものが要求される。
　そこで、本発明は、前記問題点に鑑み、着脱容易な遮蔽板を備えた洗米装置を提供する
ことを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記技術的課題を解決するために本発明が講じた技術的手段は、以下に示す点を特徴と
する。
　請求項１に係る発明では、米を洗米する洗米タンクの下部に、該洗米タンク内の水を排
水させるための排水ジャケットを備え、この排水ジャケットに、洗米タンクの下方に配置
される炊飯器の上方を覆う遮蔽板が取り付けられた洗米装置において、
　前記排水ジャケットに取付プレートを設け、前記遮蔽板に、該遮蔽板を後方移動させる
ことにより取付プレートに対して係合して該遮蔽板の下方移動を規制する係合部材と、こ
の係合部材を取付プレートに係合した状態で、該取付プレートに設けた係止部に係合させ
ることにより遮蔽板の前方移動を規制する止め具とを設けたことを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に係る発明では、前記排水ジャケットの下面側に、排米弁によって開閉自在と
されていて洗米した米を下方に排出するための排米孔と、下方側から嵌合されていて排米
弁と排米孔との間からの水漏れを阻止するパッキンとを備え、
　前記取付プレートは、排水ジャケットの下面にネジ止めされていると共に前記パッキン
を保持するパッキン押え部を有することを特徴とする。
【０００８】
　請求項３に係る発明では、洗米タンクを支持する支持フレームを備え、この支持フレー
ムは洗米タンクの後方側に位置する左右一対の支柱を備え、遮蔽板の後部は左右支柱間に
挿入状とされていることを特徴とする。
　請求項４に係る発明では、取付プレートに遮蔽板が取り付けられた状態において、排水
ジャケットの前方側に位置する前側の係合部材と排水ジャケットの左右両側に位置する後
側の係合部材とを有し、取付プレートに後側の左右係合部材の対向側が接当することによ
り遮蔽板の左右方向の位置決めをする規制部を設けたことを特徴とする。
【０００９】
　請求項５に係る発明では、前記前側の左右係合部材は左右一対設けられ、この前記前側
の左右係合部材間に止め具を設けたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、以下の効果を奏する。
　請求項１に係る発明によれば、遮蔽板は、後方移動させることで係合部材を取付プレー
トに係合し、該状態で止め具を係止部に係合させて遮蔽板の後方移動を規制することによ
り取り付けられ、排水ジャケットに対して遮蔽板を簡単に着脱することができる。
　請求項２に係る発明によれば、排水ジャケットの下面にネジ止めされる従来のパッキン
押えの代わりに取付プレートを取り付けるだけで遮蔽板が取り付けることができ、既存の
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洗米装置に遮蔽板を容易に取り付けることができる。
【００１１】
　請求項３に係る発明によれば、遮蔽板取付時において、遮蔽板は後方移動させるだけな
ので、遮蔽板の後部を、洗米タンク後方に位置する左右支柱の間に挿入させることができ
、遮蔽板の後部によって支柱に近接配置された炊飯器の上方を充分に覆うことができる。
　請求項４に係る発明によれば、後側の左右係合部材が取付プレートの規制部に接当する
ことにより遮蔽板の左右方向の位置決めが図られており、左右の位置決めのための構成部
品を別途必要としないので、構造の簡素化を図ることができる。
【００１２】
　請求項５に係る発明によれば、排水ジャケットの前方側に位置する前側の左右係合部材
間に止め具を設けることにより、洗米タンクの前方側で遮蔽板の後方移動規制と前方移動
規制とを行えると共に１つの止め具で遮蔽板の前方移動を規制することが可能であり、遮
蔽板の着脱操作が容易である。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】自動洗米機の正面図である。
【図２】自動洗米機の側面図である。
【図３】自動洗米機の上部の正面断面図である。
【図４】自動洗米機の上部の側面断面図である。
【図５】洗米タンク下端側の正面断面図である。
【図６】排水ジャケット下端側の正面断面図である。
【図７】取付プレートの平面図である。
【図８】取付プレートの斜視図である。
【図９】遮蔽板の取付状態の平面図である。
【図１０】自動洗米機の上下中途部の背面斜視図である。
【図１１】（ａ）は遮蔽板の側面図、（ｂ）は遮蔽板の正面図である。
【図１２】遮蔽板の斜視図である。
【図１３】係合部材の係合状態を示す平面図である。
【図１４】係合部材の係合状態を示す側面図である。
【図１５】支持フレーム下部の斜視図である。
【図１６】載置台を前方にスライドさせた状態を示す側面図である。
【図１７】載置台の正面断面図である。
【図１８】支持フレームに取り付けられた状態の載置台の斜視図である。
【図１９】支持フレームに取り付けられた状態の基台の図である。
【図２０】基台の斜視図である。
【図２１】載置台の後部側の取付状態を示す斜視図である。
【図２２】載置台の底部の取付状態を示す斜視図である。
【図２３】基台にスライダを支持した状態を示す斜視図である。
【図２４】載置台のスライダの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
　図１及び図２において、符号１は、米を洗米すると共に洗米した米を水加減水と一緒に
排出するまでをマイコン制御で自動で行う自動洗米機を示しており、該自動洗米機１は、
本実施形態では、業務用であり、また、パック米を１袋分全部投入して洗米することを可
能としたパック米対応機を例示している。なお、洗米タンクの上方に米を貯蔵する貯米庫
と米を計量する計量器とを備えたタイプの自動洗米機であってもよい。
【００１５】
　前記自動洗米機１は、支持フレーム２と、この支持フレーム２の上部に取付固定された
ケース３と、このケース３の下面側に取付固定された洗米タンク４と、この洗米タンク４
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の下端に着脱自在に取り付けられた遮蔽板５と、前記洗米タンク４の下方に配置された載
置台６とを有する。
　前記洗米タンク４と載置台６との間には炊飯器７等が配置可能な空間部が設けられてお
り、載置台６上には炊飯器７等が載置される。
【００１６】
　炊飯器７は、内釜７Ａと、この内釜７Ａの上端開口を開閉自在に塞ぐ上蓋と、内釜７Ａ
を収容すると共に該内釜７Ａを加熱する加熱装置を備えた外釜７Ｂとを有する。
　支持フレーム２は、左右方向に間隔をおいて対向配置された左右一対の支柱８と、左右
支柱８の下端側同士を連結する連結部材９（図１５参照）と、左右各支柱８の下端側から
前方に延出された左右一対の支持足１０とから主構成されている。左右支持足１０はアジ
ャスタ１１を介して床面等に設置される。
【００１７】
　左右支柱８間の外寸法は、炊飯器７の左右幅よりも幅狭とされている。また、図９に示
すように、炊飯器７は、洗米タンク４の下方で且つ載置台６上に載置された状態では、そ
の後端側が左右の支柱８に近接されると共に該後端側が左右支柱８間に挿入状とされる。
　図３及び図４に示すように、ケース３は、底壁部１２と、この底壁部１２の上方に配置
された駆動部Ｋ及び給水管１３等を覆うカバー体１４とから主構成されている。
【００１８】
  底壁部１２は、その後部が左右支柱８の上端側に取付固定されていて、左右支柱８から
前方に突出状とされている。
　洗米タンク４は、米及び水を収容しこれらを攪拌することにより該米を洗米するための
洗米タンク本体１６と、この洗米タンク本体１６内の洗米水（研ぎ汁）の水面側の水や洗
米水上に浮遊するゴミ等の不純物等を排水するためのオーバーフロー部１７と、洗米タン
ク本体１６の下端側に設けられていて洗米タンク本体１６の下端側から洗米水（研ぎ汁）
を排水するための排水ジャケット１８とを備えてなる。
【００１９】
  この洗米タンク４は、洗米タンク本体１６とオーバーフロー部１７とを樹脂によって一
体成形してなるオーバーフロー部一体型の洗米タンク４である。
　洗米タンク本体１６は上下端部が開口状とされており、該洗米タンク本体１６の下部は
下端開口に向けて先窄まりとされた円錐形に形成されている。
　この洗米タンク本体１６の上部の下側部分は円筒形に形成されており、洗米タンク本体
１６の上部の上側部分は、後部が略半円筒形に形成され、前部が前方側に向けて膨出する
ように形成されている。
【００２０】
  洗米タンク本体１６の上端開口縁部には全周に亘ってフランジが形成され、洗米タンク
４の前記膨出部分が前記ケース３のカバー体１４の前面（下縁）から前方に突出するよう
に前記フランジの後部側がケース３の底壁部１２下面に取付固定されている。
  洗米タンク本体１６の上端開口部分の内、ケース３下面から前方にはみ出た部分が洗米
タンク４内に米を投入するための米投入口１９とされている。
【００２１】
  この米投入口１９は、ケース３のカバー体１４の側壁に枢軸を介して左右軸回りに回動
自在に枢支された蓋体２０によって開閉自在に閉塞されている。
  オーバーフロー部１７は、洗米タンク本体１６の上部の後部側で且つ左右方向中央から
左側寄りに設けられており、洗米タンク本体１６上部の内面のオーバーフロー部１７対応
部分には、フランジ上面から下方に向けて形成された上下方向に長い矩形状のオーバーフ
ロー口２１が形成されている。
【００２２】
  オーバーフロー部１７は下部に円筒状の接続口２２を有する。
  排水ジャケット１８は樹脂製で且つ洗米タンク本体１６とは別部品によって構成されて
いて、パチン錠等の取付金具で洗米タンク本体１６の下端側に着脱自在に取り付けられて
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いる。
 この排水ジャケット１８は、図５に示すように、排水ジャケット１８と同芯状とされた
上下方向の軸心を有する略円筒状の周壁２３を有し、内部が上端開口を介して洗米タンク
本体１６の下端開口と連通している。
【００２３】
　この排水ジャケット１８の周壁２３の後部側の左寄りには洗米タンク本体１６内の洗米
水を排水するための排水口２４が形成されている。
　また、図５、図６に示すように、排水ジャケット１８は底壁２５を有し、この底壁２５
に（排水ジャケット１８の下面側に）、下面側から上方に向けて凹設されていてリング状
のパッキン２６が下方から挿入されたパッキン座２７と、洗米された米を排出すべく上下
方向貫通状に形成された排米孔２８とが設けられている。
【００２４】
　これらパッキン座２７及び排米孔２８は、排水ジャケット１８の周壁２３の軸心と同芯
状に形成され、排米孔２８がパッキン座２７よりも径小に形成されている。
　パッキン座２７は円柱孔に形成され、排米孔２８は、上部が円柱孔で、下部が下方に向
けて小径となる截頭円錐孔に形成されている。
　前記パッキン２６の内孔２９は排米孔２８の下端と略同径に形成されている。
【００２５】
　図５に示すように、排水ジャケット１８内には、水は通すが米は通さない小孔を多数形
成された分離板３０が設けられている。
　この分離板３０は、下方に向けて漸次小径となる截頭円錐筒状に形成され、上端側が洗
米タンク本体１６の下端に外嵌され、下端側が排米孔２８の上部に内嵌されている。
　この分離板３０によって排水口２４からの米の流出を防止しながら洗米水を小さな不純
物と共に排水口２４から排水できるようになっている。
【００２６】
  前記排米孔２８は排米弁３１によって開閉自在に閉塞されている。
  この排米弁３１は、上方に向けて漸次小径となる円錐状に形成され、洗米タンク４の中
心に設けられた上下方向の弁棒３２の下端に着脱自在に取付固定されている。
　また、排米弁３１は、排米孔２８を閉じた状態でパッキン２６に下方から接当しており
、該パッキン２６によって排米弁３１と排米孔２８との間からの水漏れが阻止される。
【００２７】
　前記弁棒３２の上部は、図３、図４に示すように、ケース３の底壁部１２を貫通してケ
ース３内に挿入されると共にケース３内に設けられた昇降手段３３によって昇降自在に支
持され、弁棒３２を昇降することにより排米弁３１が上下動して排米孔２８が開閉される
（排米弁３１が下降することにより排米孔２８が開き、排米弁３１が上昇することにより
排米弁３１が閉じる）。
【００２８】
  昇降手段３３は、昇降モータ３４と、この昇降モータ３４によって上下揺動する揺動ア
ーム３５とを備え、揺動アーム３５の先端側に弁棒３２の上端側が取り付けられている。
  図３、図４、図９、図１０に示すように、前記オーバーフロー部１７の下方側で且つ排
水ジャケット１８の左斜め後方には、樹脂製の排水ボックス３６が配置されている。
　また、この排水ボックス３６は、洗米タンク４の下方に位置する炊飯器７の後部上方に
位置する。
【００２９】
  この排水ボックス３６は、左側面に開口部３７を有する箱形に形成され且つ該開口部３
７が斜め側方を向くように斜めに配置されていて左側の支柱８に取り付けられたブラケッ
ト３８に取付固定されている。排水ボックス３６の前記開口部３７は透明の蓋体によって
開閉自在に閉塞されている。
  この排水ボックス３６の正面側には第１流入口３９が設けられ、この第１流入口３９は
排水ジャケット１８の排水口２４に、可撓性ホース又は硬質樹脂製のパイプ等からなる横
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配水管４０で接続されている。
【００３０】
　また、排水ボックス３６の上面側には第２流入口４１が設けられ、この第２流入口４１
はオーバーフロー部１７の接続口２２に、可撓性ホース又は硬質樹脂製のパイプ等からな
る縦配水管４２で接続されている。
  また、排水ボックス３６の右側面には排水管部４３が設けられ、この排水管部４３に接
続されるホース等を介して排水ボックス３６内の洗米水等が下水等の外部の排水部に排水
されるように構成されている。
【００３１】
  なお、排水ボックス３６内には、第１流入口３９を開閉自在に閉塞して排水ジャケット
１８からの洗米水等の流入を許容又は遮断する開閉弁が設けられており、洗米時には開閉
弁は閉じられて排水ジャケット１８からの洗米水の流入が阻止され、排水時に開閉弁を開
けることにより、洗米タンク４内の洗米水が排水ジャケット１８を介して排水ボックス３
６内に流入すると共に該排水ボックス３６から下水等に排水される。
【００３２】
　排水ボックス３６内の前記開閉弁は、ケース３内に設けられた開閉モータ４４によって
開閉駆動される。
　右側の支柱８の上下方向中途部には検出手段４６が設けられ、この検出手段４６の接触
子４７は洗米タンク４と載置台６との間の空間に延出されていて、炊飯器７（又は内釜等
の受け容器）が載置台６に載置されて接触子４７が炊飯器７等に接触することにより炊飯
器７等が載置台６上にセットされていることが検出される。
【００３３】
  該自動洗米機１には、洗米タンク４に給水するための給水装置４８が設けられ、この給
水装置４８は、ケース３の底壁部１２に取り付けられた左右一対の散水部材４９と、水道
等の圧力水源からの水を散水部材４９に供給する給水管１３と、流量計５０と、電磁開閉
弁５１等とを有する。
  散水部材４９は、板材を下方に凸となる球面状に形成すると共に、多数の散水孔を貫通
形成してなり、供給された水を洗米タンク本体１６内に上方からシャワー状（拡散状）に
散水して供給する。
【００３４】
　洗米タンク本体１６内には撹拌装置５２が設けられ、この撹拌装置５２は、洗米タンク
本体１６内の中心上部に配置されていてケース３の底壁部１２に設けられた軸受部材５３
に上下軸回りに回転自在に支持された回転軸５４と、この回転軸５４を駆動する駆動モー
タ５５と、回転軸５４に設けられていて回転軸５４が回転することにより洗米タンク本体
１６内の米及び水を撹拌する撹拌棒５６とを有する。
【００３５】
  前記排水ボックス３６内の開閉弁を駆動する開閉モータ４４、排米弁３１を昇降する昇
降手段３３、撹拌棒５６を回転駆動する駆動モータ５５等とで駆動部Ｋが構成されている
。
  ケース３内には、自動洗米機１を制御する制御装置５８が設けられ、カバー体１４の前
面側には、洗米タンク４に投入する米の量等を制御装置５８に入力するコントロールパネ
ル５７が設けられており、米を投入して蓋体２０を閉め、スタートスイッチを押すことに
より、洗米タンク本体１６内に水が給水されると共に撹拌装置５２が駆動されて米が撹拌
されて洗米され（詳細な洗米工程は説明を省略する）、洗米後、入力された米量に応じた
量の水加減水が供給され、この水加減水と共に洗米タンク本体１６から米が炊飯器７の内
釜７Ａに落下排出されるように自動制御される。
【００３６】
　前記洗米タンク４、排水ボックス３６、撹拌装置５２、給水装置４８、制御装置５８等
によって洗米装置が構成されている。
　排水ジャケット１８には前記遮蔽板５が着脱自在に取り付けられる取付プレート６１が
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取り付けられている。
　この取付プレート６１は、図５～図８に示すように、板厚方向が上下方向となるように
排水ジャケット１８の下面側に配置され、排水ジャケット１８の下面（底壁２５下面）に
重ね合わされて該排水ジャケット１８にネジ止めされる被取付部６２と、この被取付部６
２から排水ジャケット１８の径内側に延出されていてパッキン２６を保持するパッキン押
え部６３と、被取付部６２から排水ジャケット１８の径外側に延出された支持壁部６４と
を有する。
【００３７】
　この取付プレート６１の中心側（排米孔２８の下方側）には、排水ジャケット１８と同
芯状とされていて排米弁３１が通過可能な円形の通孔６５が形成されている。
　前記被取付部６２には、排水ジャケット１８の周方向に間隔をおいて配置された複数の
（本実施形態では３つの）ネジ挿通孔６０が上下方向に貫通形成され、このネジ挿通孔６
０を挿通して、排水ジャケット１８の底壁２５に設けられたネジ孔６６に螺合するネジ６
７によって排水ジャケット１８に被取付部６２が取り付けられている。
【００３８】
　既存の自動洗米機１にあっては、排水ジャケット１８の下端の外縁に沿った外縁形状の
パッキン押えがネジ止めされて設けられているが、このパッキン押えに換えて本実施形態
の取付プレート６１を取り付けることにより、既存の自動洗米機１に遮蔽板５を取り付け
ることができる。
　前記支持壁部６４の左右両側には、前後方向に沿う側縁部６８とこの側縁部６８の後端
から左右方向外方に延びる後縁部６９とからなる平面視Ｌ字形の切欠部７０が形成されて
いる。
【００３９】
　この支持壁部６４の後縁６４ａは、一方の切欠部７０から他方の切欠部７０にわたる円
弧状で且つ通孔６５の中心を中心とする円弧状に形成されている。
　支持壁部６４の前端にはフック状の係止部７１が設けられている。
　また、支持壁部６４の前縁６４ｂは、係止部７１から一方の切欠部７０までの間及び係
止部７１から他方の切欠部７０までの間が円弧状に形成され、該円弧は通孔６５の中心を
中心とする円弧であって且つ支持壁部６４の後縁６４ａの円弧と同径の円弧とされている
。
【００４０】
　前記遮蔽板５は、載置台６上（洗米タンク４下方）で炊飯器７によって炊飯する場合に
、炊飯器７から立ち上がる水蒸気（及び／又は熱）を遮り、該水蒸気等が樹脂製の洗米タ
ンク４に直接当たるのを防止するものである。
　この遮蔽板５は、図５、図６、図９～１４に示すように、取付プレート６１の下面側に
配置されて該取付プレート６１に着脱自在に取り付けられた遮蔽板本体７２と、この遮蔽
板本体７２の左側部の後部側に設けられたサブプレート７３とから構成されている。
【００４１】
　遮蔽板本体７２は載置台６に載置された炊飯器７の上方を覆う（洗米タンク４下方を覆
う）ように位置する。この遮蔽板本体７２は、排水ジャケット１８及び取付プレート６１
の下方側に位置する前壁部７４と、この前壁部７４の後方側で且つ該前壁部７４よりも低
い位置に位置する後壁部７５と、この後壁部７５の前縁７５ａと前壁部７４の後縁７４ａ
とを連結する連結壁部７６とを有する。
【００４２】
　この遮蔽板本体７２の前壁部７４の前部７４Ａは前斜め上方に向けて傾斜する傾斜状に
形成され、前壁部７４の後部７４Ｂは平坦状に形成されている。
　この前壁部７４の後部７４Ｂの左右方向中央側には、取付プレート６１に取り付けられ
た状態で該取付プレート６１の通孔６５と同芯状となる円形孔７７が形成されている。こ
の円形孔７７は、排水ジャケット１８の下端側の外径よりも径大とされていて取付プレー
ト６１取付け用のネジ６７との干渉を防止している。
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【００４３】
　また、この円形孔７７は取付プレート６１の支持壁部６４よりも径小に形成されていて
、遮蔽板本体７２の円形孔７７の周囲が全周にわたって取付プレート６１の支持壁部６４
下面と重合する。
　また、前壁部７４の上面には、取付プレート６１の支持壁部６４に係合する複数の係合
部材７８Ａ，７８Ｂと、該支持壁部６４前端側の係止部７１に係合する止め具７９とが設
けられている。
【００４４】
　係合部材７８Ａ，７８Ｂは、本実施形態にあっては、円形孔７７の前方側に位置する左
右一対の前側の係合部材７８Ａと、円形孔７７の左右両側に位置する後側の係合部材７８
Ｂとからなる。
　取付プレート６１に遮蔽板５が取り付けられた状態においては、左右の前側の係合部材
７８Ａは排水ジャケット１８の前方側に位置していると共に取付プレート６１の前側に位
置し、後側の係合部材７８Ｂは排水ジャケット１８の左右両側に位置していると共に取付
プレート６１の左右両側に（切欠部７０に対応する位置に）位置する。
【００４５】
　各係合部材７８Ａ，７８Ｂは、図１３、図１４に示すように、前壁部７４の上面に溶接
等によって固定された固定壁８１と、この固定壁８１の左右方向内端側縁部６８から立ち
上がる立上り壁８２と、この立上り壁８２から後方に延出されていて取付プレート６１の
支持壁部６４の上面に係合する係合部８３とを有する。
　前側の各係合部材７８Ａの係合部８３は取付プレート６１の支持壁部６４の前縁６４ｂ
側に係合し、後側の各係合部材７８Ｂの係合部８３は取付プレート６１の支持壁部６４の
切欠部７０の後縁部６９後方側に係合する。これによって、遮蔽板５の下方移動が規制さ
れる。
【００４６】
　また、前側の係合部材７８Ａの立上り壁８２が支持壁部６４の前縁６４ｂに接当し、後
側の係合部材７８Ｂの立上り壁８２が切欠部７０の後縁部６９に接当することにより遮蔽
板５の後方移動が規制される。
　また、後側の各係合部材７８Ｂの立上り壁８２の対向側が支持壁部６４の切欠部７０の
側縁部６８に接当することにより遮蔽板５の左右方向の位置決めがなされ、この切欠部７
０の側縁部６８が遮蔽板５の左右方向の位置決めをする規制部とされている。
【００４７】
　前記止め具７９は前側の左右係合部材７８Ａの間に配置されている。
　本実施形態では、この止め具７９は、パチン錠によって構成され、遮蔽板本体７２の前
壁部７４に固定された台座８４と、各係合部材７８Ａ，７８Ｂを取付プレート６１の支持
壁部６４に係合させた状態で係止部７１に引っ掛けられるジョイント８５と、台座８４に
揺動自在に枢支されたレバー８６とを有する。
【００４８】
　遮蔽板本体７２の後壁部７５は排水ボックス３６の下方に位置しており、前壁部７４の
後縁７４ａ及び後壁部７５の前縁７５ａは、排水ボックス３６の傾斜に合わせて、左方に
行くに従って前方に移行する傾斜状とされている。この前壁部７４の後縁７４ａ及び後壁
部７５の前縁７５ａの傾斜方向に合わせて、前記連結壁部７６が傾斜状に設けられている
。
【００４９】
　遮蔽板本体７２の後壁部７５の後部側は、支持フレーム２の左右支柱８間に挿入状とさ
れ、後壁部７５の後部左側及び前壁部７４の右側後端側には、支柱８との干渉を避けるた
めの切欠部８７Ａ，８７Ｂが形成されている。
　また、遮蔽板本体７２の後壁部７５の右側には、前記検出手段４６の接触子４７との干
渉を避けるための切欠部８８が形成されている。
【００５０】
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　サブプレート７３は遮蔽板本体７２の後壁部７５の前部左端側に配置されていて、炊飯
器７から立ち上がる水蒸気等が連結壁部７６の左端側を巻き込んで洗米タンク４へと上昇
してくるのを防止するためのものである。
　このサブプレート７３は、遮蔽板本体７２の後壁部７５上面に重ね合わされて固着され
た固着壁部８９と、この固着壁部８９の左端側の縁部から上方に立ち上がる縦壁部９０と
を有する。
【００５１】
　縦壁部９０の前縁は遮蔽板本体７２の連結壁部７６の左側の縁部に接当している。
　なお、遮蔽板本体７２の後壁部７５の右端側には、サブプレート７３は設けられていな
いが、連結壁部７６の右端は、該連結壁部７６の左端に比べて後方位置にあり、連結壁部
７６の右端側を巻き込んで上昇する水蒸気が洗米タンク４に影響することはあまり考えら
れないからである。
【００５２】
　前記遮蔽板５にあっては、該遮蔽板５が取付プレート６１の下方側に位置し、前側の係
合部材７８Ａが取付プレート６１の支持壁部６４の前縁６４ｂの前側に位置し、後側の係
合部材７８Ｂが取付プレート６１の切欠部７０の後縁部６９の前側に位置するように配置
し、この状態で遮蔽板５を切欠部７０の側縁部６８に沿って後方にスライドさせることに
より、各係合部材７８Ａ，７８Ｂの係合部８３が支持壁部６４の上面に係合して遮蔽板５
の下方移動が規制される。また、前側の係合部材７８Ａの立上り壁８２が支持壁部６４の
前縁に接当し、後側の係合部材７８Ｂの立上り壁８２が切欠部７０の後縁部６９に接当す
ることにより遮蔽板５の後方移動が規制される。
【００５３】
　その後、止め具７９のレバー８６を引き上げた状態で止め具７９のジョイント８５を取
付プレート６１の係止部７１に引っ掛けると共に該止め具７９のレバー８６を引き下げる
ことにより遮蔽板５の前方移動が規制される。
　このように、遮蔽板５は、後方にスライドさせて止め具７９で前方移動を規制するだけ
で取付プレート６１（洗米タンク４）に取り付けられるので、簡単に取付けることができ
、また、取外しも容易に行える。
【００５４】
　また、洗米タンク４の正面側で取付プレート６１に対する係合部材７８Ａ，７８Ｂの係
合操作と、遮蔽板５の前方移動規制操作が行え、また、１つの止め具７９で遮蔽板５の前
方移動を規制することができるので、遮蔽板５の着脱が容易に行え、日々の清掃メンテナ
ンスを軽減することができる。
　また、係合部材７８Ａ，７８Ｂをみながら取付プレート６１に対して該係合部材７８Ａ
，７８Ｂを係合させることができるので、遮蔽板５の着脱操作が容易である。
【００５５】
　また、遮蔽板５は後方へスライドさせるだけであるので、遮蔽板５の後部を支柱８間に
挿入させることができ、支柱８に対して近接配置された炊飯器７の後部を確実に覆うこと
ができる。
　また、遮蔽板５をスライドさせる際に切欠部７０の側縁部６８によって遮蔽板５の左右
方向の位置決めができるので、遮蔽板５を容易に後方移動させることができる。
【００５６】
　また、スライド式なので、しっかりと固定でき、取付プレート６１と遮蔽板５との隙間
もあまり生じない。
　図１６～図２４に示すように、前記載置台６は、支持フレーム２の下部に着脱自在に取
り付けられ、既存の自動洗米機１の支持フレーム２に後付けで取り付けられるよう構成さ
れている。
【００５７】
　この載置台６は、支持フレーム２の下部に取付固定された基台９１と、この基台９１に
前後移動自在に支持されたスライダ９２と、このスライダ９２に前後移動自在に支持され
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ていて炊飯器７が載置される架台９３とを有する。
　基台９１は、図２０、図２３に示すように、平面視矩形状のベース部材９４と、このベ
ース部材９４上の左右両側に前後方向に延びるように設けられていて左右方向で対向配置
された一対のガイドレール９５と、この一対のガイドレール９５の後端側同志を連結する
連結部材９６とを有する。
【００５８】
　前記ベース部材９４の下部は支持フレーム２の左右支持足１０の間に挿入され、ベース
部材９４の左右両側面の上部側には、支持フレーム２の支持足１０上に載置され且つ支柱
８に接当する載置プレート９７が設けられ、この載置プレート９７によって基台９１の下
方移動及び後方移動が規制されている。
　また、図２２に示すように、ベース部材９４の下面側には、左右支持足１０の下面間に
わたって配置されると共にベース部材９４の下端側にボルト固定された前後一対の上方規
制プレート９８が設けられ、この上方規制プレート９８によって基台９１の上方移動が規
制される。
【００５９】
　また、図２１に示すように、基台９１の連結部材９６後面側には左右支柱８の後面間に
わたって配置されると共に連結部材９６にボルト固定された前方規制プレート９９が設け
られ、この前方規制プレート９９によって基台９１の前方移動が規制される。
　前記上方規制プレート９８及び前方規制プレート９９によって基台９１が支持フレーム
２に着脱自在に取り付けられている。
【００６０】
　ベース部材９４の前端側で且つ上端側の左右両側には左右軸回りに回転自在な支持ロー
ラ１００が設けられ、左右ガイドレール９５の対向内側の前端側及び中間部には当り部材
１０１が設けられている。
　スライダ９２は、図２３、図２４に示すように、前後方向に延びると共に左右方向で対
向配置された左右一対のスライドレール１０２と、この左右のスライドレール１０２を連
結する前後一対の連結プレート１０３とを有する。
【００６１】
　このスライダ９２は基台９１の左右ガイドレール９５間に前後移動自在に配置され、左
右のスライドレール１０２がガイドレール９５に設けた当り部材１０１に摺接していると
共に基台９１に設けた支持ローラ１００上に載っている。
　また、左右各スライドレール１０２の後端側の対向外側には転動ローラ１０４が左右軸
回りに回転自在に設けられており、該転動ローラ１０４はガイドレール９５後部を前後移
動自在に転動可能とされると共に、ガイドレール９５中間部の当り部材１０１に接当する
ことによりスライダ９２の前方移動が規制されるよう構成されている。
【００６２】
　左右各スライドレール１０２の前端側の対向内側には支持ローラ１０５が左右軸回りに
回転自在に設けられ、左右各スライドレール１０２の対向内側の前端側及び中間部には当
り部材１０６が設けられている。
　架台９３は、下面側の左右両側にスライダ９２の支持ローラ１０５上に前後移動自在に
載置された被支持面１０７が設けられ、この左右の被支持面１０７間には下方に延出され
ていてスライダ９２の左右スライドレール１０２間に挿入される延設部１０８が設けられ
、この延設部１０８はスライドレール１０２の当り部材１０６に摺接している。
【００６３】
　また、延設部１０８の後端側の左右両側には転動ローラ１０９が左右軸回りに回転自在
に設けられており、該転動ローラ１０９はスライドレール１０２後部を前後移動自在に転
動可能とされると共に、スライドレール１０２中間部の当り部材１０６に接当することに
より架台９３の前方移動が規制されるよう構成されている。
　架台９３の前端側には引手部材１１０が設けられ、該引手部材１１０を把持して前方に
引くと、スライダ９２に対して架台９３が前方移動すると共に基台９１に対してスライダ
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９２が前方移動し、図１６に示すように、炊飯器７を洗米タンク４の下方位置から前方に
引き出すことができる。
【００６４】
　また、前記遮蔽板５の前壁部７４の前部７４Ａが前斜め上方に向けて傾斜しているので
、この載置台６を引き出した状態で炊飯器７の内釜７Ａが取り出しやすいようになってい
る。
　なお、載置台６には、架台９３に引出し力を作用させないときに、架台９３及びスライ
ダ９２の前方移動を規制する規制手段が設けられている。
【符号の説明】
【００６５】
　　２　　支持フレーム
　　４　　洗米タンク
　　５　　遮蔽板
　　７　　炊飯器
　　８　　支柱
　１８　　排水ジャケット
　２６　　パッキン
　２８　　排米孔
　３１　　排米弁
　６１　　取付プレート
　６３　　パッキン押え部
　７８Ａ　前側の係合部材
　７８Ｂ　後側の係合部材
　６８　　規制部（側縁部）
　７９　　止め具
【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】



(15) JP 2012-161465 A 2012.8.30

【図１１】 【図１２】
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【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】
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